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転送スイッチ付きインバータ

型名  連続出力 入力直流電圧

FI-SU603D  600 WATT 12VDC　24VDC　48VDC

FI-SU603C  600 WATT 12VDC　24VDC　48VDC 

オプション :

版　2017/02/24

○突入強化

○防制錆加工

「直引出し線式」「コネクタ式」

FI-SU603 C TYPE

600 watt

FI-SU603 D TYPE

600 watt

株式会社　未来舎はこの説明書の総ての著作権を有します。これらの一部又は総て

に付いての使用は文書になよる同意を必要と致します。　記　平成 14 年 7 月１日

POWERTITE® 及び TITEPOWER® は㈱未来舎の登録商標です。

筐体色は写真と異なる場合があります。

本文の説明及び規格、誤字及び訂正は予告なく変更及び修正することがあります。

FI-SU603

引出線式

（黄・緑）FG　匡体接地

100VAC の出力

(白 )Neutral

( 黒 )Line
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入力 LED （DC 入力電圧表示） 参考値

DC12V 系 DC24V 系 DC48V 系

赤遅点滅 　　　～ 10.6V 　　　～ 21.2V 　　　～ 42.4V

赤点灯 10.6 ～ 11.0V 21.2 ～ 21.8V 42.4 ～ 43.5V

橙点灯 11.0 ～ 12.1V 21.8 ～ 24.1V 43.5 ～ 48.1V

緑点灯 12.1 ～ 14.2V 24.1 ～ 28.6V 48.1 ～ 56.3V

橙点滅 14.2 ～ 15.0V 28.6 ～ 30.0V 56.3 ～ 59.6V

赤速点滅 15.0 ～ 30.0 ～ 59.6 ～

負荷 LED （出力負荷量表示） 参考値

消灯 緑点灯 橙点灯 赤点灯 赤点滅

0 ～ 30W 30 ～ 200W 200 ～ 450W 450 ～ 580W 580W ～

状況 LED （出力状況表示）

橙点灯　　　　　 インバーター動作出力中

赤速点滅　　　 入力 DC 過電圧出力遮断中

赤遅点滅 入力 DC 低電圧出力遮断中

赤間欠点滅 本体過温度出力遮断中

赤点灯 過負荷出力遮断中

緑点灯 外部 AC より出力中

各 LED 説明

インバーター出力周波数設定 （背面スライドスイッチの位置）

50Hz 上

60Hz 下

※インバーター出力周波数と外部 AC 入力の周波数が一致しないと切り替わりません。
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FI-SU603

システム電圧 12VDC 24VDC 48VDC

連続出力 600W

最大出力 ※ 680W

サージ ※ 800W (2mSec)

出力電圧 100VAC +/-3%

出力周波数 50/60Hz +/-0.5%

効率 (全負荷 ) ※ 88% ※ 91% ※ 92%

無負荷待機電流 ※ 0.9A ※ 0.45A ※ 0.23A

出力波形 正弦波 (歪率 <3% THD)

出力変動 ※ -10% ～ +5%

入力電圧範囲 10.5-15V 21-30V 42-60V

入力レベル表示 赤 /橙 / 緑 LED

負荷レベル表示 赤 /橙 / 緑 LED

出力状況 赤 /橙 / 緑 LED

障害表示 赤 LED

保護 入力過電圧 /低電圧遮断、過温度、過負荷、負荷短絡
回路遮断器 (ブレーカー） 7A

転送スイッチ 10A

転送時間
(インバータ AC から外部 AC 切替 )8 ～　10m Sec

( 外部 AC からインバータ AC 切替 )16 ～　50m Sec

EMC FCC CLASS A に準ずる

動作温度 0℃ ～　40℃
使用可能リモコン・ユニット REMO-182
リモコン制御グリーン端子 なし

保存温度 -30℃　～　70℃

冷却 負荷制御ファン

寸法 (W x H x D) 179mm x 80.9mm x 290mm

重量 ( 約 ) 3.3Kg

※参考値

電気規格
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○連続使用時の注意
高い負荷にて連続的に使用するとインバータが過熱することがあり

ます。

本機には過温度保護機能がついておりますが、 過熱した際には一

度使用を中止して冷却してから使用することをお奨めします。

○過熱時の電源 OFF
過熱時に電源スイッチを OFF にすると冷却用のファンが回転せず本機内

部が冷却されません。

本機内部が冷却されない時に再度電源スイッチを入れると、 警報音が出

ることがあります。 このときには、 本体が冷却してからスイッチを入れて

ください。

○誘導性負荷の注意

モーターやトランスなどのように機器の内部にコイルを使用している機器

を誘導性負荷と呼んでいます。 誘導性負荷の機器は極めて瞬間的に大

電流が流れることがあり、インバータの出力を超える例が多く見られます。

ご使用には十分ご注意ください。

業務用等で使用する時には、 事前に動作確認をしてください。 特

に冷蔵庫の用途には突入電流が非常に大きい時があるので確認

を推奨いたします。

○ AC 出力の昇圧の禁止
インバータの AC 出力をトランスを使用して 200V などに昇圧するこ

とは絶対におやめ下さい。

AC 200V の機器が必要な場合はご相談ください。

○過負荷で自動遮断した時
インバーター動作時、 使用した機器が大きすぎて過負荷により自

動的に出力が遮断した時には本機及び REMO-182 での電源の

OFF ／ ON が必要です。

電源を ON にする前には、 必ず接続した機器を完全に取り外して

下さい。

機器を接続したまま電源を ON にすると故障の原因となります。

○過度に大電流の充放電繰り返し
密閉式電池を使用して規定以上の大電流の充放電を短時間に繰

りかえすと電池内にガスが発生して、 内部で吸収しきれずに、 電

池がふくらんだり、 液がもれがしたり、 最悪の場合には、 電池が

破裂することがあります。 この様な場合には電池の専門家に相

談の上、 使用することをお勧め致します。

○接続、 ケーブル
DC の接続に使用するケーブルには大きな電流が流れますので、 ケー

ブルの発熱や電圧の低下を防ぐために十分な太さのケーブルを使用し

てください。

DC ケーブル太さの注意

細い DC ケーブルを使用すると温度が上昇しケーブルが発熱、 発火す

る危険があります。

バッテリーとの接続

DC 入力は、 ＋ / －ともに蓄電池と直接接続して下さい。

車両などのボディーアースを－ ( マイナス ) として使用することは絶対

におやめ下さい。

DC 入力端子への取り付け時の注意

DC ケーブルは DC 入力端子にネジをしっかりと締めて取り付け

て下さい。

ネジの締め付けが緩いと端子が発熱する場合があります。

端子部分が発熱すると端子がさらに緩んで加熱や故障の原因

となります。

ケーブル取付後に 100W 程度の軽負荷と 50% 程度の負荷で 5 分程度

動作試験を行い発熱していないことを確認することをお奨めします。

ネジの締め付けは適合する工具を使用して、 丁寧に力強く締めて下さ

い。

ネジの破損などで締め付けが十分できない場合は弊社にご連絡下さ

い。
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○設置

水気注意

湿気、 水滴、 塩気の環境では使用しないで下さい。

　

温度注意

環境温度は 0℃～ 40℃の間でできるだけ涼しい場所に設置して下さ

い。

換気注意

インバータの周囲は機器の冷却のために 5cm 以上の隙間を空けて

設置して下さい。

また、 前面の換気口と背面ファンの付近は周辺から 10cm 以上の隙

間を空けて下さい。

換気が悪いと本体が過熱して動作が停止したり、 故障の原因となり

ます。

安全

蓄電池の充放電時などに発生するガスの影響を避けて設置して下さ

い。

インバータと蓄電池は 3m 以上離すか蓄電池からの空気対流がこな

いように対策を行って下さい。

本機はリレーを内蔵しており、 大きな電流が流れます。

火災などの防止のため、 ガソリンなど揮発して引火する恐れのある

ものの近くでは絶対に使用しないで下さい。

設置方向、 位置

インバータは水平に取り付けてください。

横や縦に取り付けると取り付けネジに加重が掛かり脱落してしまう危

険があります。

また水平以外の取り付けでは機器内の空気の流れが悪くなり、 加熱

や故障の原因となりますのでご注意ください。

機器に有害な薬品の注意

薬 品

機器に有害な薬品、 例えば、 少しでも硫酸またはその飛沫等を本

機に誤ってかけてしまった場合は不適切な環境での使用にあたり保

証期間内でも有償修理となります。

蓄電池内の液の飛沫等での破損 / 故障のケースがありますのでご

注意ください。

振動

本機は振動の多い場所への設置は避けてください。

小型船舶などでのエンジンの微細な振動が常時加わると機器の内

部の部品のリード線や配線が劣化して短期間で容易に破損します。

万が一振動の多い場所に設置せざるを得ない場合は本機に振動が

伝わらないよう十分な振動対策を行ってください。

振動が原因と思われる故障は無償修理期間内でも有償修理となりま

す。 また破損の状態によっては修理できない場合があります。

下記は、 振動対策の例です。 この方法は動作を保証するものでは

ありません。

塩害など

海上での使用または沿岸部での屋外での使用などによる塩害、 錆、

腐食が原因の故障はオプションの防錆加工の製品を含めて有償修

理となります。

○筐体接地
安全のために本体の接地端子を必ずアースしてください。

・ 建物内でのご使用の場合

　大地にアース棒を刺す等して、 この接地端子と接続して下さい。

・ 車両への設置

　接地端子を車両のボディーに接続してください。

・ 船舶上で AC を使用する場合

　海上の船舶などに陸上に設置したインバータから AC を供給する場合

には

　必ず接地端子を 大地に接地してください。

○作業時の注意
車体の下などで修理作業を行う際には事故防止のために本機への外

部 AC 入力を取り外し、 本機の電源スイッチを必ず切って下さい。

リモコンや外部制御を行っている場合には特に電源スイッチが 「OFF」

になっていることを確認して下さい。

○機器の設定と変更
インバータの設定および変更は外部 AC 入力を切断し電源を OFF にし

た状態で行って下さい。

外部入力が入っていたり電源が ON のままで設定を変更した場合には

設定が反映されないだけでなく故障の原因となります。
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±
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AC INPUT

50Hz
FREQUENCY
60Hz

±3mm

±3mm

4.00

617
.4

13.25
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2009/10/8

FI-SU603/FI-SU103/FI-SU2503
取付ネジ保護ワッシャー

注 :FI-SU603 は REMO-166 を使用出来ません。
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http://www.powertite.co.jp/

株式会社　未来舎

〒114-0001

東京都北区東十条５－５－９　

TEL 03-3901-8261

FAX 03-3901-8207 


